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【公開番号】特開2015-47339(P2015-47339A)
【公開日】平成27年3月16日(2015.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-017
【出願番号】特願2013-181031(P2013-181031)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月1日(2016.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被検体に照射する光を出射する出射端を含む投光手段と、
前記光を照射された前記被検体から発生する音響波を検出する検出手段と、
前記音響波を用いて前記被検体内の特性情報を取得する処理手段と、
音響波を吸収する材料から構成される吸収手段と、
を有し、
前記吸収手段は、前記被検体の表面と前記出射端の間に配置される
ことを特徴とする被検体情報取得装置。
【請求項２】
前記吸収手段の音響インピーダンスは、前記被検体の音響インピーダンスに近似した値で
ある
ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
【請求項３】
前記吸収手段の音響インピーダンスは、前記被検体の音響インピーダンスから±１０％の
範囲の値である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の被検体情報取得装置。
【請求項４】
前記吸収手段の音響波減衰係数は、前記被検体の音響波減衰係数より大きい
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項５】
前記吸収手段は、出射される前記光の波長に対して透過性を有する
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項６】
前記光を発生させる光源をさらに有することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１
項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項７】
前記光源は、前記吸収手段の光の吸収係数および厚さに基づいて、前記光の強度を調整す
る
ことを特徴とする請求項６項に記載の被検体情報取得装置。
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【請求項８】
前記吸収手段は、前記被検体の表面の光照射領域上に配置される
ことを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項９】
前記吸収手段は、前記出射端よりも大きく、かつ前記光照射領域を取り囲む領域上に配置
される
ことを特徴とする請求項８に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１０】
前記被検体の表面と前記吸収手段との間に配置された音響マッチング材をさらに有するこ
とを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１１】
前記被検体は、内部に光吸収体と、音響波の反射体とを含む生体である
ことを特徴とする請求項１ないし１０のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１２】
前記処理手段が取得した前記特性情報を表示する表示手段をさらに有する
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１３】
光が出射される出射端と、
前記出射端に設けられた、音響波を吸収する吸収手段と、
前記光を吸収した被検体から発生した音響波を検出する検出手段と、を有する光音響波検
出装置。
【請求項１４】
前記吸収手段の音響インピーダンスは、前記被検体の音響インピーダンスから±１０％の
範囲の値である
ことを特徴とする請求項１３に記載の光音響波検出装置。
【請求項１５】
前記吸収手段の音響波減衰係数は、前記被検体の音響波減衰係数より大きい
ことを特徴とする請求項１３または１４に記載の光音響波検出装置。
【請求項１６】
前記吸収手段は、出射される前記光の波長に対して透過性を有する
ことを特徴とする請求項１３ないし１５のいずれか１項に記載の光音響波検出装置。
【請求項１７】
音響波吸収部材を介して光を被検体に照射し、
前記光を照射された被検体から発生した音響波に基づいて、前記被検体内の特性情報を取
得する被検体情報取得方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
本発明は、以下の構成を採用する。すなわち、
被検体に照射する光を出射する出射端を含む投光手段と、
前記光を照射された前記被検体から発生する音響波を検出する検出手段と、
前記音響波を用いて前記被検体内の特性情報を取得する処理手段と、
音響波を吸収する材料から構成される吸収手段と、
を有し、
前記吸収手段は、前記被検体の表面と前記出射端の間に配置される
ことを特徴とする被検体情報取得装置である。
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